漁況予測のための卵稚仔調査標本に対する迅速評価手法の開発研究 by 長谷川 雅俊
漁況予測のための卵稚仔調査標本に対する迅速評価
手法の開発研究
著者 長谷川 雅俊
学位名 博士(海洋科学)
学位授与機関 東京海洋大学
学位授与年度 2015
学位授与番号 12614博甲第383号
URL http://id.nii.ac.jp/1342/00001272/
［課程博士］（博士論文審査及び最終試験の結果要旨） 
 
学生氏名：長谷川 雅俊 
博士論文題目：漁況予測のための卵稚仔調査標本に対する迅速評価手法の開発研究 
 
博士論文審査： 
 提出された論文は、シラス漁業の漁況予測のために必要な産卵量を迅速に推定する手法の開発に関
する研究である。予測には産卵量、シラス期までの生存率、シラス漁場の形成位置の３段階の推測が必
要であるが、本研究はその最も基礎となる部分に関するものである。予測を実用化するためにはまず漁
期開始に間に合うような迅速な推定方法の開発が不可欠である。 
この内容について、審査委員と申請者の間で質疑応答が行われ、卵豊度の迅速評価のために新た
に考案された卵数計測法である、逐次結合法（SCM）は独創的であること、SCM は他の魚種に応
用でき応用範囲が広いこと、及び全数調査でなくとも有効な推定値が得られる学術的に示している
点が高く評価された。 
論文の第 4章が SCMの開発に関する章である。迅速な評価手法の候補として最確数法があるが、
この方法は卵密度が高い場合は推定が困難である。そこで SCM では低密度時には最確数法で計数
するが、測定が進み高密度が明らかになってきたら、バイアスのない直接計数にシフトしていく逐
次型測定方法を採用している。卵密度は計測データをもとに最尤法で推定される。また推定値のバ
イアス補正のための近似の理論式を求めた。 
SCM の有効性をシミュレーションで評価した。その結果、SCM による推定値は真値に近く、ま
た、測定時間は生サンプルの全計数に比べて 17～24％に減ることが期待された。この結果から、静
岡県水産技術研究所の卵稚仔調査のカタクチイワシ卵仔魚計数では採集航海後、3 日以内に終了す
ることが期待され、実用的と判断された。 
さらに SCM の実際の適用として、駿河湾のサクラエビ産卵調査での卵数計数に使用し、従来法
である 1/5 抜き取り法と比較した。従来法との相関係数は 0.99 と有意であり、クイックアセスメン
トとして実用的であることを確認した。 
SCM は海域、種、卵稚仔水準を問わず、広い適用範囲を持ち、過去の卵稚仔調査結果などの事
前情報を利用することで、より適切な推定が行われると考えた。実際の適用にあたってはタブレッ
トあるいはスマートフォン上のアプリを開発すれば迅速な情報提供も可能になる。 
以上の内容から、申請者から提出された論文は、水産海洋学的研究における学術的意義、新規性、
独創性及び応用的価値があることを審査委員一同確認した。 
 
最終試験の結果要旨： 
最終試験は 2月 12日に行われた。審査委員一同出席の下、まず、学術論文は 1編が第 1著者とし
て受理済み(Masatoshi Hasegawa, Toshihide Kitakado, Shigehide Iwata, Eiji Tanaka: A quick 
method for estimating egg density in sample bottle from fishery stock survey. Bulletin of the 
Japanese Fisheries Oceanography (Suisan Kaiyo Kenkyu), 2016年 1月 12日付け受理) である
とともに、講演発表は国際会議 2回等を行っていることを確認した。学術論文は英語で書かれてお
り、かつ、海外の国際会議において英語で発表しており、語学については問題ないと判断した。合
同セミナーへの出席も規定時間を越えていることを確認した。公開発表会(2月 12日)当日の質疑や
予備審査時でのディスカッションに加え、申請者に対して論文内容について最終確認のための質疑
応答を行い、その内容は水産海洋学的研究における学術的意義、新規性、独創性及び応用的価値が
十分にあると、審査委員一同確認した。 
以上から、申請者について博士論文審査、最終試験とも合格と判定した。 
